
 

 

中部支部では、平成25年3月19日（火）、名古屋都市セ

ンターにおいて、片田敏孝先生（群馬大学大学院工学研究

科教授 広域首都圏防災研究センター長）をお招きして、

「想定を超える災害にどう向かいあうか～釜石の防災教育

に学ぶ～」と題する公開講演会を開催した。 

片田先生は、災害への危機管理対応や災害情報伝達等の

防災関連の研究を進める一方で、地域での防災活動を全国

各地で展開されている。とくに平成16年から釜石市におい

て、児童・生徒を中心とした津波防災教育に取り組んでお

り、その教育成果が、3.11 大津波において多くの命を守る

行動に結び付いたとして、学会のみならず、広く報道や特

集番組にも取り上げられ、全国的に注目を集めている。本

講演会では、公開講演会として開催し、多くの市民、団体、

行政職員等も集めた催しとなった。以下、その報告を行う。 

 

◆なぜ、学校教育に着目したのか 

釜石市においても、3.11 以前は、避難勧告も形骸化して

おり、防災意識は必ずしも高い地域ではなかった。世界に

冠たる津波堤防の存在が、住民の避難意識を低下させてい

る状況でもあった。避難意識の低い大人が、避難しない子

供を育てているという事実のなかで、子供達の教育から始

めようということになった。学校を中心に防災教育を始め

たのは3.11の３年前である。 

  ◆作法を教えた姿勢の防災教育 

   子供達には、災害に備える主体性を醸成することが重要

と考えた。「脅しの防災教育」は長続きしない、「知識の防

災教育」は想定にとらわれ、かえって危険な状況も生み出

す。重視したの

は「姿勢の防災

教育」である。

災害に対する現

実感を与え、内

発的な意志を育

てるよう、子供

達の目線にたっ

た教育を行った。

先人が残した

「津波てんでんこ」の言葉が持つ本来的な意味についても、

丁寧な説明を行い、子供達の自発性を育んだ。また、子供

達に自然と向き合う生きる力を育んだ。 

 ◆避難三原則 

釜石式防災教育の理念は、“大いなる自然の恵みに畏敬の念

を持ち、行政にゆだねることなく自らの命を守ることに主体

的たれ”ということである。この信念のもと、「想定にとらわ

れるな」「最善をつくせ」「率先避難者たれ」の三原則の基づ

く教育を展開した。 

◆災害文化をつくる 

 人間はいやなことを忘れる。100 年前は四世代も前の出来

事であり、当事者でない次の世代には伝わらない。防災意識

を高めるためには、災害文化として地域継承をしていく必要

がある。子供達への教育を行えば、その子供は10年経てば大

人になる、さらに10年経てば親になる。今後20年間、地道

に取り組めば、地域に文化として根付くのではないか。防災

教育で災害文化をつくりたいと考えている。 

 

【取材後記】 

 ２時間半に及ぶ熱心な講演は、子供達との教育現場でのやり

とり、津波が襲うなかでの子供達の行動など、まさに映像をみ

るような話の連続であった。参加者も多くを学び、心が動かさ

れる講演会となった。講演最後に、片田先生は、コミュニケー

ションデザインの重要性を指摘されたが、その意味と効果も実

感できる講演会であった。 
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